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 朕ちん ((((    明治天皇が、ご自身を指された語 )))) が我が国の歴史をよくよく振り返り考へてみると、皇室の

ご先祖の神々が国を開かれたのは遥かなる昔であり、御歴代の天皇ご自身が身を修め、国民を慈しみ、

道義を以もつて国を建てようとの遠大な理想の下に事を進められたことがよく分かります。 

 そして、我が日本の国民は克よく天皇への忠義と、親への孝行と言ふ両ふたつの大切な行ひを全うし、全国民が

心を一つにして代々に亘り父祖の立派な業績を承うけ継ついで来た事実こそは、我が日本の国柄の最も優れ

た美点であり、教育の基本的な拠り所は実にこの、忠と孝との道を承け継ぐ事を教へる点にあるのです。 

 国民なべて、父母に孝養を尽くし、兄弟姉妹は仲良く助け合ひ、夫婦は互ひに分を守つて仲睦まじく

和やはらぎ、友達同士は信じ合ひ、そして誰に対しても丁重に、自らは気ままにならず、人々には分け隔て無

く広く愛いつくしみの心を以て接し、学問を修め、仕事を習ひ、知識・能力の向上につとめ、優れた人格者とな

り、率先して公共の利益や国家社会の為の仕事を広め、常に国の根本法規を重んじ、万一の国家非常時

に際しては、大義に基く勇猛心を発揮して公の為に身命を捧げ、以て天そらや壌つちの如くに窮まる事の無い、天

皇を戴く国の盛運を益々盛り立てていくことが国民のつとめなのです。 

 このやうな徳目を実行するならば、天皇に忠実善良な国民であるばかりではなく、ご先祖に対しては、

その示し遺のこされた美しい風俗、風習を一層明らかにして、守り伝へる立派な子孫となるのです。 

 右に諭さとし教へる倫理、道徳は、実に皇室のご先祖の神々がお遺しになられた教訓であつて、皇室の子孫も

一般の国民も、皆々が共に遵したがひ守るべきものであり、又、此の道は昔も今も変るものではなく、かつ国の

内外を問はず示しても道理に反するものではありません。 

  朕は、国民一同と一緒に此の道を大切にし、心に銘記し、守り抜いて一人として洩れることなく、その徳

を完全なものとしようと、切に切に望むものです。 

  「教育勅語」は明治天皇が国民道徳の根本をお諭しになられた、時代や世代は素より國境をも超えた大切な「

教へ」です。この口語訳は平成の御代の青少年にも理解されるやう、なるべく噛み砕いた文章としました。

 
口語訳や註により、「教育勅語」の大切な「教へ」はお分りいただけると思ひますが、口語訳だけでは原文

の持つ高貴高貴高貴高貴なななな香香香香りりりりは中々伝はつて来ないものです。
 

  日本は「言霊の幸ふ国ー言葉の持つ、尊い力に依り、幸福がもたらされる国」なのです。難しく思へるやう

な意味は後回しにしても、この口語訳の先にある原文を、是非繰り返し、繰り返し読んで、よくよく味はつて

下さい。さうすれば必ず「言葉の持つ、尊い力」が読む人の心に響き、読む人に、読む人の家庭に、そして国

全体に幸福がもたらされるでせう。                                   
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 朕  元来は自称の代名詞であつたが、秦 
代以降は専ら天子の自称代名詞とな 

つた。我国に於いても、天皇にのみ 
用ゐられる。これを「わたくし」の 

如く一般的な一人称代名詞に訳すの 
は誤訳に近い。何故なら、今日では、 

丁寧な言ひ方として「わたくし」と 
言ふ場合もあるが此の語は元来が「 

丁寧な言い方として、多くの目上の 
人に対して用いる」（小学館『日本国 

語大辞典』）語であり、同じ小学館の 
『古語大辞典』にもそのやうな説明 

が見られる。その為此の口語訳では、 
此処は態々原文の「朕」を残し、カ 

ッコ内の註にて補つた。 
惟  色々な角度から考へる。 

肇  これから次第に開けて行く、その「 
はじめ」を表す。 

皇祖皇宗    皇室の始祖の神々。 
宏遠 遥かに遠い。 

深厚 考への深く、厚いこと。 
爾  目下の者に呼びかける語。此処は親 

   が子に言ふが如く、天皇が国民に親 
しく呼びかけられた。 

臣民 君主を戴く国の国民。 
克  困難を克服して成し遂げること。 

世  代に同じ。 
済美 子孫が父祖の業を継承して、善事を成

し遂げること。「済」は「成」。 
恭倹 「論語・学而第一」に曰ふ孔子の五 

つの徳の中に「恭」と「倹」も有る。 
「恭」は「不作法ではない」、「倹」は 

「金銭的な倹約ではなく、態度動作が     

きちんとしてゐる」。 
徳器 徳行（倫理道徳に適つた行ひ）と器量 

（役に立つ才能）とを備へた優れた人 
格。 世務 国家社会の為に為すべき仕事。 

国憲・国法    国の根本法規（皇室典範、大日本帝国 

   憲法）。    
遵  尊び従ふ。 

天壌無窮    天壌（天地）と共に窮りが無い。 
皇運 皇室を戴く国の盛運。 

扶翼 助け守る。 
倶  皆で。 拳拳服膺    両手で物を大切に捧げ持つやうに（拳 

拳）、心にしつかりと刻んで忘れる事 
無く守る（服膺）。 

咸  一人残らず。 
庶幾 願望の程度の強く、切であること。  

 御名御璽    天皇のご署名とご印。 


